
令和６年度 公開研究会のご案内

宮城教育大学附属特別支援学校令和６年度公開研究会二次案内

【研究主題】

「個別最適な学び」の実現
を目指した授業づくり

～知的障害教育における学びの「経験」「自己理解」「自己調整」～

（第３年次）

来場参観

令和６年

６月５日（水）

学びの自己調整 学びの形、指導の形の連続性 個別最適な学び

◇研究テーマについて

【後援】宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 宮城県特別支援学校長会 宮城県教育振興会
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本研究では、「個別最適な学び」の実現を目指し、一人一人の子供が自身に合った学び方を知り、主体的に学びを
調整していく姿を引き出すことを目標としています。１・２年目は、「学習の個性化」「指導の個別化」に着目し、児童・生
徒それぞれの「学習履歴」や「学び方の特徴」を詳細に把握するためのツール（「Ｍ－ＦＯＣＵＳ」）を開発し、それを基に
授業づくりに取り組んできました。研究最終年次の３年目は、「教師が“教える”授業から、子供が“学ぶ”授業へ」をコ
ンセプトに、教師からの視点である「個に応じた指導」の充実から、児童・生徒が主体となって学びを調整していく「個
別最適な学び」へと授業を発展させることを目標とし、授業づくりを進めてきました。児童・生徒それぞれの実態と向き
合い、それぞれの将来に着実に結び付けるための授業づくりの視点をご提案します。



◇提供授業について

◇講演会 『個別最適な学び』の視点がもたらす
各教科等を合わせた指導の充実の方向性

（仮題）講師 弘前大学教職員大学院

教授 菊地 一文 様

全日本特別支援教育研究連盟 副理事長、キャリア発達支援研究会常任理事
「これからの特別支援教育はどうあるべきか」東洋館出版社
「確かな力が育つ知的障害教育「自立活動」Ｑ＆Ａ」東洋館出版社 など著作物多数
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「社会の中で私たちができること」
本単元では、 将来の生活に向け
て、自分の意見を持ちつつ、異なる
意見を受け入れたり整理したり、合
意形成を図る過程を経験させたい
と考えています。生徒一人一人がよ
りよい社会生活に向けて考える機
会とし、「持続可能な社会をつくる
力」の育成を目指します。

「修学旅行に行こう①」
本単元では、修学旅行で訪

れる場所についての調べ学習
や、調べたことをポスター等に
まとめて発表する活動を通して、
「調べ方」「まとめ方」「発表の
仕方」についての自分の「得
意」や「苦手」を理解し、「課題
点」への対処や「こうなりたい」
の実現に向けた自己調整の力
を高めることを目指します。

「お店屋さんをしよう」
本単元では実際にお店での
買い物や店員さんへのインタ
ビューを行います。また、その
経験を生かし、子供たちがお
店の準備、運営をします。子
供たちの好きなことや得意な
ことをテーマにすることで、子
供たち一人一人が主体的に
活動に取り組む姿を目指しま
す。

『個別最適な学び』の充実に向けた近年の動向と課題
講師 文部科学省 特別支援教育課

調査官 加藤 宏昭 様

平成２７年４月東京都教育庁西部学校経営支援センター支所に学校経営支援主事として着任
平成３０年４月東京都教育庁指導部特別支援教育指導課に指導主事として着任
令和３年度４月より現職

◇基調講演



◇本校の研究について

【ＨＰ】https://tokushi.miyakyo- u.ac.jp/

【連絡】０２２－２１４－３３５３ （研究主任：梅津）

◇後日オンデマンド配信について

公開研究会当日の３週間後を目安に、後日オンデマンド配信を開始予定です。配信予定

の内容は次の通りです。

①各学部授業動画 ②研究概要報告（動画/資料）③分科会＜学部概要報告（動画/資料）＞

④講演会（動画/資料） ⑤ポスターセッション（資料） ⑥令和５年度研究紀要（PDF版）

※配信に関する詳細については、配信１週間前を目安に、お申込み時にご登録いただいた

連絡先にお知らせ致します。

Ｍ－ＦＯＣＵＳトップページ 学びの蓄積シート
（子どもの顔が見えるユーザーインターフェース） （個々の学習の様子の記入、全教職員で共有）

              個別の学習履歴     ＧＫシート
           （個々の理解状況を可視化・共有・蓄積） （個々の学びの特徴を分析・学習の個性化を図る）

「個別最適な学び」にせまるための本校独自開発のツール



◇本校の研究について

【参加申し込み特設ページQRコード】

こちらから→

【参加形態】 参加者のニーズに応じて２つの参加形態を設定しています。

①授業参観、分科会、講演会、全て参加。 →来校型

②当日の都合がつかない、遠方で参加が困難。→後日オンデマンド視聴

【参加費】（資料代含む）

＊１,０００円

※来校型：当日受付にてお支払いください。 後日オンデマンド：口座振込、別途振込手数料

＊弁当代（１,０００円） ※希望者のみ、参加申し込みの際に合わせて申し込みください。

【参加申込み】

＊本校ＨＰから 〈研究活動〉→〈公開研究〉→〈申し込みはこちら〉から

＊下記のＱＲコードから
※お申込みの際にご入力いただいたメールアドレスにオンデマンド参加の際の口座情報など
必要情報を後日送信させていただきます。

【申し込み締め切り】

令和６年５月26（日）まで

分科会 助言者 研究協力者

小学部

仙台市教育局

学校教育部特別支援教育課

主任指導主事   西村 茂貴

宮城教育大学 教育学部 特別支援教育専攻

教 授 松﨑 丈

准教授 三科 聡子

講 師 兒玉 尚子

中学部

宮城県総合教育センター

教育推進部特別支援教育班

主幹（指導主事）  大森 奈津子

宮城教育大学 教職大学院

教 授 菅井 裕行

教 授 永井 伸幸

准教授 熊谷 亮

高等部

宮城県教育庁

特別支援教育課教育指導班

課長補佐（指導主事） 大友 きか子

宮城教育大学 教育学部 特別支援教育専攻

准教授 寺本 淳志

准教授 野崎 義和

◇研究協力者・助言者
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